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東
京
農
業
大
学
展
示
ス
ペ
ー
ス
「
実
学
の
杜
」 

                            

開
放
系
の
「
農
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
書
館
を
目
指
し
て 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
〇
代
館
長 

矢
口
行
雄 

 

本
年
一
月
に
農
大
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
が
完
成
、
図
書
館 

は
四
月
七
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
新
図
書
館

は
、
農
大
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
の
三
階
か
ら
七
階
ま
で
を
占

め
、
地
下
二
階
に
は
自
動
図
書
倉
庫
を
備
え
て
い
ま
す
。
座
席

数
は
九
六
四
席
、
蔵
書
数
は
図
書
約
五
五
万
冊
、
雑
誌
約
二 

六
〇
〇
種
類
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
一
階
に
は
展
示
ス
ペ
ー
ス
「実
学
の
杜
」を
開

室
い
た
し
ま
し
た
。 

本
学
の
図
書
館
は
、
初
代
学
長
横
井
時
敬
に
よ
り
、
大
正
一
一
年
一
月
一
〇
日
の

大
学
令
に
よ
る
大
学
昇
格
を
契
機
に
図
書
館
設
立
事
務
所
を
開
設
し
た
の
が
そ
も
そ

も
の
端
緒
で
し
た
。
当
時
は
、
横
井
学
長
の
八
八
二
冊
を
は
じ
め
、
多
く
の
図
書
寄
贈
が

あ
った
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
大
学
全
焼
と
い
う
大
火
の
中
、
当
時
の

大
野
館
長
を
は
じ
め
、
職
員
が
書
庫
の
扉
に
土
を
塗
って
中
の
資
料
を
守
り
抜
い
た
、
と

い
う
経
緯
が
伝
わ
って
い
ま
す
。
当
時
こ
の
よ
う
な
専
門
書
は
高
額
で
一
度
に
収
集
す
る

こ
と
は
困
難
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
農
学
的
な
見
地
か
ら
将
来
の
農
学
に
寄
与
す
る

に
値
す
る
書
籍
を
厳
選
・収
集
し
た
と
こ
ろ
に
、
大
野
館
長
の
図
書
館
員
と
し
て
の
見
識

と
農
大
の
発
展
を
望
む
姿
が
垣
間
見
え
ま
す
。
現
在
は
セ
レ
ク
ト
さ
れ
た
数
点
の
貴
重

書
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
電
子
化
さ
れ
た
貴
重
書
を
閲
覧
で
き
る
と
共
に
、
図
書
館
員
の

魂
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
昭
和
二
〇
年
五
月
、
戦
火
に
よ
り
渋
谷
・
常
盤
松
の
書
庫
倉
庫
以
外
す
べ

て
を
消
失
し
た
図
書
館
は
、
昭
和
二
四
年
五
月
、
元
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
技
術
研
究

所
跡
（現
、
東
京
農
業
大
学
第
一
高
等
学
校
構
内
）に
移
転
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
様

方
の
記
憶
に
あ
る
四
階
建
て
の
旧
図
書
館
は
、
昭
和
四
三
年
三
月
に
現
在
の
地
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
四
六
年
、
ま
さ
に
近
代
的
な
新
図
書
館
は
三
階
お
よ
び
六
階

の
連
絡
通
路
で
一
号
館
の
教
室
と
繋
が
り
、
ま
た
経
堂
門
か
ら
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
三

階
の
入
口
ま
で
導
い
て
く
れ
ま
す
。
農
大
生
の
た
め
の
歴
史
あ
る
開
放
系
の
「農
」
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
図
書
館
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。  
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大
学
史
資
料
室
所
蔵
史
料
の
紹
介
（
四
） 

榎
本
武
揚
の
「
流
星
刀
」
と
横
井
時
敬
の
フ
ロ
ッ
ク
コ

ー
ト 本

年
四
月
七
日
、
新
図
書
館
の
開
館
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
農
大
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
一
階
に
展
示
ス
ペ
ー
ス
「
実
学

の
杜
」
が
開
室
し
た
。
「
実
学
の
杜
」
は
、
入
り
口
の
「
建
学
の
こ

こ
ろ
」
、
入
っ
て
左
側
面
の
「
二
人
の
学
祖
」
、
正
面
壁
面
の
「
農

大
の
あ
ゆ
み
」
、
右
側
壁
面
の
「
農
大
の
取
り
組
み
、
農
大
の
マ

ン
パ
ワ
ー
」
、
お
よ
び
部
屋
中
央
部
の
「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ

ー
ス
」
の
五
区
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
二
人
の
学
祖
」
で

は
、
東
京
農
業
大
学
の
生
み
の
親
・
榎
本
武
揚
と
育
て
の
親
・

横
井
時
敬
に
関
す
る
展
示
を
行
って
い
る
が
、
紙
の
資
料
類
が 

多
い
な
か
で
、
展
示
品
と
し
て
目
を
ひ
く
の
が
、
榎
本
武
揚
の

「
流
星
刀
」と
横
井
時
敬
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
で
あ
る
。 

「
流
星
刀
」
は
、
榎
本
武
揚
が
隕
鉄
を
原
料
に
、
刀
工
に
鍛

造
さ
せ
た
日
本
刀
で
あ
る
。
武
揚
が
科
学
技
術
全
般
に
造
詣

が
深
か
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
武
揚
の
曾
孫
に

当
た
ら
れ
る
榎
本
隆
充
氏
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
全
権
公
使
と

し
て
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
滞
在
中
（
一
八
七
四
～
一
八
七
八

年
）
、
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
一
世
所
蔵
の
星
鉄
刀
を
ツ
ア
ル
ス
コ

エ
・
セ
ロ
ー
離
宮
で
初
め
て
見
て
、
興
味
を
持
っ
た
」
と
い
う
。
や

が
て
、
帰
国
、
農
商
務
大
臣
時
代
の
一
八
九
五
年
、
富
山
県

白
萩
村
で
発
見
さ
れ
た
隕
石
が
、
農
商
務
省
地
質
調
査
所

で
隕
鉄
と
鑑
定
さ
れ
た
の
を
知
っ
て
、
そ
れ
を
購
入
、
隕
鉄
か

ら
日
本
刀
を
作
る
研
究
に
い
そ
し
ん
だ
。
研
究
成
果
は
一
八

九
八
年
に
「
流
星
刀
記
事
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
一
九
〇
二

年
一
月
、
今
日
ま
で
続
く
権
威
あ
る
東
京
地
学
協
会
（
武
揚

は
副
会
長
を
務
め
た
）
の
機
関
誌
『
地
学
雑
誌
』
に
そ
の
抜
萃

が
発
表
さ
れ
た
。
内
容
は
、
「本
邦
ニ
於
テ
発
見
セ
シ
星
鉄
ノ 

 記
事
」
、
農
商
務
省
鉱
山
局
地
質
課
高
山
甚
太
郎
に
よ
る

「
分
析
成
績
報
告
書
」
、
「
流
星
刀
奉
献
ノ
発
念
並
ニ
古
来
星

鉄
ヲ
以
テ
刀
ヲ
造
リ
タ
ル
古
例
」
、
「
献
上
ノ
流
星
刀
刀
身
ニ

関
ス
ル
特
質
」な
ど
で
あ
る
。 

さ
て
、
一
八
九
八
年
、
武
揚
が
刀
工
岡
吉
国
宗
に
、
白
萩

隕
鉄
一
貫
余
り
（約
四
キ
ロ
）か
ら
作
ら
せ
た
「
流
星
刀
」は
、

長
刀
が
二
振
、
短
刀
が
三
振
で
あ
った
。
う
ち
、
長
刀
一
振
は

当
時
の
皇
太
子
（
の
ち
の
大
正
天
皇
）
に
献
上
さ
れ
た
。
短
刀

三
振
の
う
ち
の
二
振
は
、
榎
本
隆
充
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

 

残
り
の
長
刀
一
振
と
短
刀
一
振
は
、
長
く
行
方
不
明
と
さ

れ
て
い
た
（
例
え
ば
富
山
市
科
学
博
物
館
Ｈ
Ｐ
）
が
、
本
学
所

蔵
の
「
流
星
刀
」
は
行
方
不
明
と
さ
れ
て
い
た
こ
の
長
刀
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
「
流
星
刀
」
を
作
っ
た
残
り
の
隕
鉄
は
、
一
九

〇
九
年
に
武
揚
の
長
男
武
憲
氏
よ
り
国
立
科
学
博
物
館
に

寄
贈
さ
れ
た
。 

 

本
学
所
蔵
の
「
流
星
刀
」
（
長
刀
）
は
、
二
〇
一
一
年
末
、
榎

本
武
揚
の
次
男
、
春
之
助
氏
の
令
孫
に
当
た
ら
れ
る
籠
宮
順

子
・
良
彦
様
ご
兄
姉
よ
り
、
二
人
の
ご
尊
母
で
あ
る
籠
宮
道

子
様
の
遺
志
と
い
う
こ
と
で
本
学
に
寄
贈
の
お
申
し
出
が
あ

り
、
翌
二
〇
一
二
年
三
月
に
、
他
の
三
振
の
日
本
刀
と
と
も

に
引
き
渡
し
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
お
二
人
に
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
「
流
星
刀
」
は
、
長
さ
六
八
・
六
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
反
り
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
銘
が
表
に
「
東

京
住
岡
吉
国
宗
作
明
治
三
十
一
年
四
月
八
日
」
、
裏
に
「
以

星
鉄
造
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
他
の
三
振
の
日
本
刀

の
う
ち
、
一
振
は
長
刀
で
銘
が
表
に
「
備
前
国
住
長
船
祐
定

作
」
、
裏
に
「
大
永
七
年
八
月
吉
日
」
と
あ
る
。
残
り
の
二
振

は
い
ず
れ
も
短
刀
で
、
一
振
は
表
に
「
備
州
長
船
兼
光
」
、
裏

に
「
永
享
元
年
二
月
日
」
と
あ
り
、
一
振
は
「
吉
光
」
と
の
み
あ

る
。 

 

「
流
星
刀
」
は
、
優
れ
た
科
学
者
と
し
て
の
榎
本
武
揚
の
面

目
を
如
実
に
伝
え
る
も
の
で
、
農
学
の
殿
堂
で
あ
る
本
学
の

至
宝
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
他
の
日
本
刀
も
、
い
ず
れ
も

本
学
の
生
み
の
親
・
榎
本
武
揚
ゆ
か
り
の
品
で
あ
り
、
本
学
の

宝
と
し
て
長
く
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。 

さ
て
、
も
う
一
つ
の
横
井
時
敬
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
で
あ
る
。 

流星刀（複製）＊ 
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こ
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
は
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
（
岩
手
大

学
農
学
部
の
前
身
、
横
井
は
同
校
の
講
師
を
勤
め
た
）
か
ら

贈
ら
れ
た
鉄
瓶
と
合
わ
せ
て
、
二
〇
一
三
年
八
月
に
、
時
敬

の
令
孫
に
当
た
ら
れ
る
横
井
時
燁
氏
よ
り
寄
贈
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
が
い
つ
頃
作
ら
れ
、
ど
ん
な

時
に
着
用
さ
れ
た
か
な
ど
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
と
は
言
え
、

本
学
大
学
史
資
料
室
で
は
、
各
種
辞
令
等
、
横
井
時
敬
に
関

す
る
紙
の
資
料
は
比
較
的
多
く
保
存
し
て
い
る
が
、
紙
以
外

の
資
料
と
し
て
は
、
「
勲
一
等
瑞
宝
章
」
や
時
敬
が
書
の
揮
毫

に
愛
用
し
た
落
款
、
そ
し
て
時
敬
の
葬
儀
の
際
に
鉱
毒
被
害

民
よ
り
贈
ら
れ
た
弔
旗
く
ら
い
し
か
現
物
資
料
が
な
い
た

め
、
写
真
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
横
井
時
敬
の
姿
を
偲 

ぶ
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
九
二
五
年

一
〇
月
、
東
京
農
業
大
学
の
大
学
昇
格
祝
賀
会
の
際
に
、
時

敬
が
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
着
て
学
旗
と
と
も
に
行
進
し
て
い
る

写
真
（
『
横
井
時
敬
の
遺
産
』
七
六
頁
）
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
実

学
の
杜
」
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
で
は
な
い
か
な
ど
と
想
像
し
て
み
る

の
も
楽
し
い
。  

 

（
第
十
九
代
図
書
館
長 

友
田
清
彦
記
） 

            

横
井
講
堂
と
旧
横
井
講
堂 

 

農
大
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
の
地
下
一
階
は
、
横
井
講
堂
で

あ
る
。
横
井
講
堂
の
「
横
井
」
が
、
初
代
学
長
横
井
時
敬
に
ち

な
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

横
井
講
堂
が
東
京
農
業
大
学
に
と
って
二
代
目
の
横
井
講
堂

で
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
、
意
外
に
少
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

初
代
の
横
井
講
堂
は
、
正
式
に
は
横
井
博
士
記
念
講
堂
と
い

い
、
一
九
三
一
年
二
月
、
渋
谷
・
常
盤
松
の
構
内
に
竣
工
し

た
。
遡
る
こ
と
四
年
、
一
九
二
七
年
一
一
月
の
横
井
時
敬
逝

去
後
、
知
友
や
門
下
生
の
間
に
、
「
故
博
士
を
永
遠
に
最
も

有
意
義
に
記
念
す
る
方
法
を
講
ず
る
の
議
、
怫
然
と
し
て
起

り
、
有
志
会
合
の
上
、
横
井
博
士
記
念
事
業
を
企
て
東
京
農

業
大
学
構
内
に
記
念
講
堂
を
建
設
」
す
る
こ
と
に
な
った
の
で

あ
る
。
事
業
の
委
員
長
に
は
、
駒
場
農
学
校
時
代
の
横
井
の

同
級
生
で
、
当
時
財
団
法
人
東
京
農
業
大
学
評
議
員
会
議

長
で
あ
っ
た
恒
藤
規
隆
が
任
ぜ
ら
れ
、
早
速
募
金
活
動
が
開

始
さ
れ
た
。
か
く
て
、
七
万
七
五
九
一
円
余
の
募
金
が
集
ま 

 

り
、
工
事
を
清
水
組
に
請
け
負
わ
せ
た
。
一
九
三
一
年
二
月

竣
工
、
翌
三
月
に
開
館
式
を
挙
行
し
た
。
合
わ
せ
て
横
井
時

敬
の
胸
像
建
設
も
企
画
さ
れ
、
本
山
白
雲
の
手
に
な
る
胸
像

が
横
井
講
堂
の
前
に
完
成
、
一
九
三
二
年
一
一
月
に
除
幕

式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
胸
像
は
戦
時
中
に
供
出
さ
せ
ら
れ
た

が
、
戦
後
、
校
友
等
の
熱
意
に
よ
り
一
九
五
八
年
に
再
建
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
横
井
講
堂
も
、
形
は
変
え
な
が
ら
も
、

よ
う
や
く
再
建
さ
れ
、
創
立
一
二
五
周
年
を
間
近
に
控
え

て
、
横
井
講
堂
と
横
井
胸
像
が
そ
ろ
って
再
現
さ
れ
る
こ
と
に

な
った
の
で
あ
る
。 

（第
十
九
代
図
書
館
長 

友
田
清
彦
記
） 

         

         

横井時敬着用のフロックコート（複製）＊ 

旧横井講堂（昭和６年撮影）＊ 



4 

 

東
京
農
業
大
学
の
人
々
（
三
）
―
恒
藤
規
隆
― 

 

こ
こ
に
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
月
九
日
夕
刊
の
「
う

ふ
あ
が
り
を
た
ど
っ
て
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
沖
大
東
島
に

関
す
る
記
事
で
あ
る
。
沖
大
東
島
は
「
通
称
ラ
サ
島
。
ラ
サ
は

ラ
テ
ン
語
で
『
平
ら
』
を
意
味
す
る
。
一
八
〇
七
年
に
フ
ラ
ン

ス
の
軍
艦
が
命
名
し
た
。
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
、
日
本

の
領
土
に
な
り
、
沖
大
東
島
の
名
を
与
え
ら
れ
た
。
／
周
囲

四
．
五
㌔
の
島
は
、
東
京
に
本
社
の
あ
る
化
成
品
メ
ー
カ
ー

『
ラ
サ
工
業
』
が
所
有
し
、
国
に
貸
し
て
い
る
。
」
現
在
は
米
軍

の
射
爆
場
に
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
国
内
で
は
数
少
な
い
リ

ン
鉱
石
の
採
掘
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ラ
サ
工
業
の
前
身
で

あ
る
ラ
サ
島
燐
砿
合
資
会
社
の
創
業
者
こ
そ
、
前
述
の
横
井

講
堂
建
設
の
際
に
事
業
の
委
員
長
を
つ
と
め
た
恒
藤
規
隆
で

あ
った
。 

恒
藤
規
隆
は
、
一
八
五
七
年
、
豊
前
中
津
町
に
恒
藤
半
四

郎
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
八
七
五
年
、
大
阪
英
語
学

校
創
設
と
と
も
に
同
校
に
入
学
、
卒
業
後
の
一
八
七
八
年
、

駒
場
農
学
校
農
学
科
に
二
期
生
と
し
て
入
学
し
た
。
横
井 

時
敬
の
同
級
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
六
月
、
同
校
卒
業
後

は
、
農
商
務
省
地
質
調
査
所
御
用
掛
、
同
省
地
質
局
技
手
、

農
商
務
技
師
試
補
、
技
師
な
ど
と
し
て
、
お
雇
い
ド
イ
ツ
人
農

学
者
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ェ
ス
カ
の
下
で
、
一
貫
し
て
土
性
調
査
事
業

に
従
事
し
た
。
ち
な
み
に
、
フ
ェ
ス
カ
は
福
岡
時
代
の
横
井
時

敬
の
業
績
に
着
目
し
、
横
井
を
農
商
務
省
に
推
薦
し
た
人
物

で
、
近
代
日
本
農
学
の
誕
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
恒

藤
は
、
フ
ェ
ス
カ
帰
国
後
も
土
性
課
長
と
し
て
、
土
性
調
査
事

業
を
指
導
、
一
八
九
九
年
に
は
横
井
時
敬
ら
と
と
も
に
わ
が

国
初
の
農
学
博
士
と
な
っ
た
。
翌
一
九
〇
〇
年
、
肥
料
砿
物

調
査
所
が
設
立
さ
れ
る
と
同
所
長
と
な
り
、
一
九
〇
三
年
行

政
整
理
の
た
め
同
所
が
廃
止
さ
れ
た
の
を
機
に
官
を
辞
し

た
。
退
官
後
は
肥
料
鉱
物
、
と
く
に
リ
ン
鉱
石
の
開
発
事
業

に
従
事
、
一
九
一
一
年
ラ
サ
島
燐
砿
合
資
会
社
を
創
業
し
、

肥
料
原
料
で
あ
る
リ
ン
鉱
石
の
自
給
に
心
血
を
注
い
だ
。
一

九
三
八
年
一
二
月
六
日
、
逝
去
。
享
年
八
二
歳
で
あ
っ
た
。

逝
去
に
際
し
て
、
勲
四
等
瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
た
。 

主
著
に
は
、
『
日
本
土
壌
論
』
（
一
九
〇
四
）
、
『
日
本
地

産
統
計
』（一
九
〇
六
）、
『南
日
本
の
富
源
』
（一
九
一
〇
）
等

々
が
あ
る
。 

 

本
学
と
の
関
係
で
は
、
一
九
二
五
年
六
月
、
東
京
農
業
大

学
評
議
員
会
議
長
に
就
任
、
一
九
三
四
年
に
は
大
日
本
農

会
副
会
頭
に
就
任
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本
学
で
三
五
年
に

わ
た
って
肥
料
学
を
講
じ
、
法
人
評
議
員
・
理
事
も
務
め
、
さ

ら
に
農
友
会
相
撲
部
長
と
し
て
豊
山
（の
ち
の
時
津
風
親
方
）

な
ど
を
育
て
た
南
禮
蔵
博
士
が
、
リ
ン
鉱
石
の
虜
と
な
っ
た
の

は
、
一
九
二
九
・
三
〇
年
と
恒
藤
の
供
を
し
て
、
沖
縄
の
リ
ン

鉱
石
調
査
を
行
った
の
が
契
機
で
あ
った
。  

 
 

（第
十
九
代
図
書
館
長 

友
田
清
彦
記
） 

編
集
後
記 

 

図
書
館
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
本
号
記
事
に
も
あ
る

通
り
、
横
井
講
堂
が
復
活
い
た
し
ま
し
た
。
二
号
に
渡
り
取

り
上
げ
ま
し
た
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
「
実
学
の
杜
」
の
新
設
。
同

時
に
、
「
図
書
館
」と
い
う
名
称
も
復
活
し
新
し
い
歴
史
を
刻

み
始
め
ま
し
た
。 

こ
れ
を
機
に
大
学
史
料
室
も
、
個
別
に
管
理
し
て
い
た
大

学
史
料
、
貴
重
書
、
明
治
・
大
正
期
の
卒
業
論
文
を
統
合
し

収
集
保
存
す
る
、
大
学
史
資
料
室
と
し
て
出
発
い
た
し
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
本
誌
も
『
大
学
史
資
料
室
通
信
』
と
改
題
い

た
し
ま
し
た
。 

新
棟
建
設
、
旧
棟
か
ら
仮
設
、
仮
設
か
ら
新
棟
へ
と
二
回

の
引
っ越
し
、
仮
設
図
書
館
で
の
運
用
、
「実
学
の
杜
」
の
新
設

と
、
館
長
業
務
以
外
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
第
十
九
代

図
書
館
長 

友
田
先
生
、
二
期
四
年
に
渡
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第
二
〇
代
図
書
館
長 

矢
口
行
雄
先
生
を
迎
え
ま
し
た

新
し
い
図
書
館
と
大
学
史
資
料
室
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

＊
本
文
中
で
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
大
学
史
資
料
室
の
所
蔵
資
料
で
す
。 

当
資
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も 

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 
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